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時 
             休    憩 
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出席委員 
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大 平 真 弘 安 喰 初 美 岩 井 雅 夫 段 木 和 彦 

森 山 和 博 石 井 茂 隆   

欠席委員 な  し 

担当書記 岡 田 昌 樹 渡 邉 健 嗣   

説 明 員 

 

こども未来局 

こども未来局長 宍倉 和美 こども未来部長 大町 克己 

幼児教育・保育部  

長 

石野 隆史 こども企画課長 宮葉 信之 

健全育成課長 石田 信之 幼保支援課長 皐月 裕美子 

幼保運営課長 小林 崇 総括主幹 田中 佳奈子 

審査案件 議案第154号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第７号）中所管 

協議案件  

委 員 長   渡 辺   忍 
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午後３時53分開議 

 

○委員長（渡辺 忍君） ただいまから教育未来委員会を開きます。 

 本日審査を行います案件は、進め方に記載のとおり、議案１件です。 

 

議案第154号審査 

○委員長（渡辺 忍君） それでは、案件審査を行います。 

 議案第154号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第７号）中所管を議題といたします。 

 当局の説明をお願いいたします。幼児教育・保育部長。 

○幼児教育・保育部長 幼児教育・保育部、石野でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 失礼して、座って説明させていただきます。 

 議案第154号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第７号）のうち所管について御説明い

たします。 

 こども未来局議案説明資料にて御説明をいたします。 

 議案説明資料の３ページをお願いいたします。補正予算書では、４ページ及び15ページから

16ページでございます。 

 保育施設等における光熱費助成について御説明いたします。 

 １の補正理由でございますが、物価高騰が継続する中で、事業者の負担軽減を図り、保育の

質を維持できるよう、令和５年６月補正予算におきまして、保育施設等への光熱費助成に係る

所要の経費として、令和５年４月から９月分を計上したところでございますけれども、国によ

る支援が継続している状況等を鑑みまして、引き続き、下半期分を補正予算として計上するも

のでございます。 

 ２の事業概要でございますが、対象園は記載のとおりですが、認可外保育施設を含め、原則

として全ての保育施設と幼稚園及び民設民営子どもルームを対象といたします。補助額ですが、

保育施設等については児童１人当たり1,800円、子どもルームにつきましては、児童１人当た

り400円に、令和５年10月１日時点の児童数を掛けて算出いたします。児童１人当たりの単価

につきましては、物価上昇率等を勘案し、算定しております。 

 なお、この金額は月額ではなく、令和６年３月までの半年分の補助額となります。 

 補助対象期間は令和５年10月から令和６年３月までです。 

 ３の補正予算額ですが、4,600万円で、全額繰越明許費の設定を行います。また、財源は地

方創生臨時交付金を活用するものでございます。 

 ４の今後の予定ですが、令和６年１月下旬までに各園へ周知し、交付申請を受け付け、３月

までに交付決定、各園へ支払いをする予定でございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（渡辺 忍君） ありがとうございます。 

 それでは御質疑等がありましたらお願いいたします。段木委員。 

○委員（段木和彦君） 御説明ありがとうございました。それでは、一問一答で聞かせていた

だきます。 

 こちら、今度下半期分ということなんですが、上半期のほうは、この助成によってどのよう
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な効果があったのか、お伺いいたします。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

光熱費助成に関しまして、一部の民間保育園等への聞き取り調査の結果といたしまして、施

設により状況は異なるものの、令和５年度上半期の光熱費のうち、一定程度を当該補助金で補

塡できていることを確認いたしておりまして、価格高騰分を補塡する効果があったものと考え

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 段木委員。 

○委員（段木和彦君） ありがとうございます。効果があったということで、よかったと思い

ます。 

 次に、事業者の負担軽減、保育の質の確保が補正理由となっておりまして、補助額のほうが、

上期のほうは2,700円掛ける児童数、今回は1,800円掛ける児童数って、これについては今部長

から御説明がありましたように、物価の状況を勘案してということなんですが、この事業費の

助成がない場合、こちらの保育園なんですが、負担軽減や質の確保にどのような影響が出るの

か、お伺いいたします。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。保育園ということですので、保育施設について申

し上げますと、国の公定価格において、本来的には光熱費の価格高騰分が反映されていないと

いう状況でございますので、本市が助成を行わないとした場合には、この価格高騰分を事業者

が負担するということとなります。また、保育の質の維持向上のためには、経営主体である事

業者の運営というものが安定することは、重要なことと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 段木委員。 

○委員（段木和彦君） ありがとうございました。 

 最後の質問なんですが、上半期の助成を行っており、対象園については、その際にも申請さ

れていると思うんですが、今回の申請については、上半期の実績を踏まえた申請の簡素化とい

うのはできないのかということを伺います。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

事業者の事務負担につきましては、そちらを考慮させていただきまして、下半期分の申請書

類作成に当たりましては、事業者が記入する事項を必要最小限とすること等によりまして、負

担軽減を図りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 段木委員。 

○委員（段木和彦君） 分かりました。どうもありがとうございました。会派といたしまして

も、賛成させていただきます。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） ほかに御質問はありますか。黒澤委員。 
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○委員（黒澤和泉君） １問だけお願いいたします。 

光熱費の算定方法の児童の人数なんですけれども、定員数、在籍数、利用者数、どの数字を

使っているのかをちょっとお聞かせください。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

光熱費の補助額算定に当たりましては、令和５年10月１日時点で、対象施設に在籍している

児童数を掛け合わせる形で算定をいたしております。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 黒澤委員。 

○委員（黒澤和泉君） ありがとうございます。在籍数ということで、定員割れしているとこ

ろでは、なかなか十分な助成にならないかもしれないということもちょっと気になりますので、

それほど多くはないと思いますが、かなり定員割れしているところについては、ちょっと考え

てあげていただきたいなと思います。 

 また、今からはちょっと意見なんですけれども、単価が上半期からの2,700円から1,800円、

子どもルームだと700円から400円に、ちょっと下がったということで、これは物価指数が変動

したことによるということなんですけれども、冬は、結構電気代を使う、やはり温かいお湯を

使ったり、暖房器具もたくさん使うと思いますので、ちょっと厳しい状況になっているという

保育園とかがありましたら、少しそこら辺も考えていただきたいなと、次の助成をするときに、

そこもちょっと加味して、また助成額というのを考えていただきたいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（渡辺 忍君） ほかに御質問。安喰委員。 

○委員（安喰初美君） 一問一答でお願いいたします。 

 この補助事業の対象児童の数についてお示しください。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

下半期分の児童数の基準日は、先ほど申し上げましたが、令和５年10月１日といたしており

まして、その時点の認可保育施設の入所児童数につきましては、約１万7,200人、幼稚園は約

6,300人、民設民営の子どもルームが約420人でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 安喰委員。 

○委員（安喰初美君） この人数なんですけれども、６月の補正時に比べて、児童数何人ぐら

い増えているんでしょうか。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

６月補正の対象人数から増えた人数といたしましては、先ほどの順で申し上げますと、認可

保育施設が約300人、幼稚園が約160人、民設民営の子どもルームが40人でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 安喰委員。 

○委員（安喰初美君） 子供が増えているけれども、補助額としては、結局2,700円から1,800



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－5－ 

円になってしまったわけですから、ちょっと減っているんだというふうに思います。 

次に、６月補正の交付なんですけれども、12月に交付するというスケジュールが示されてい

たと思うんですが、その辺については、行われたんでしょうか。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

各施設からの申請に基づき、審査等を行っておりまして、提出書類に不備がある一部の施設

を除きまして、おおむね年内に支払いを終える予定となっております。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 安喰委員。 

○委員（安喰初美君） ほぼ予定どおり進んでいるということで、理解いたしました。ですけ

れども、やっぱり早く補助金が必要な施設もあると思いますので、できるだけ早く支給ができ

るようにお願いいたします。 

 次に、６月補正の申請をしなかった施設はあるのか、また、あれば施設数をお示しください。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

保育施設につきましては、425施設のうち90施設が未申請でございまして、幼稚園は51施設

のうち２施設からの申請が未申請、民設民営子どもルームに関しましては、16施設全てから申

請を受け付けている状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（渡辺 忍君） 安喰委員。 

○委員（安喰初美君） 保育施設のうち、約２割の施設が未申請になっているというのは、私

が予想していたよりも多くて、ちょっと驚いているところなんですけれども、申請しない施設

がこれだけあるということは、何か手続上で問題があったんでしょうか。 

○委員長（渡辺 忍君） 幼保運営課長。 

○幼保運営課長 幼保運営課でございます。 

保育施設に関しましては、施設ごとの規模等が大きく異なっている部分もございまして、申

請をしないという理由につきましては、手続というよりは、規模が小さくて事務負担との比較

考量から審査を行わないですとか、あと、利用している建物所有者との契約等によって、物価

高騰の影響を受けていない場合等が考えられるものと捉えております。 

 以上でございます。 

○委員長（渡辺 忍君） 安喰委員。 

○委員（安喰初美君） ありがとうございます。分かりました。 

 先ほど、ほかの委員さんからも出ておりましたけども、申請の簡素化ということも、ぜひ考

えていっていただきたいというふうに思います。 

 最後なんですが、６月の補正では、児童養護施設については、県から補助があるということ

だったんですけれども、今回はどうなっているんでしょうか。 

○委員長（渡辺 忍君） こども未来部長。 

○こども未来部長 児童養護施設は、今回も県の12月補正で、社会福祉施設物価高騰対策支援

事業として、千葉市内の施設を含めまして、支援されることとなっております。 
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○委員長（渡辺 忍君） 安喰委員。 

○委員（安喰初美君） 県が補正予算で支援をしているということで、安心をいたしました。

物価高騰の影響で、どこも経営が厳しくなっているというふうに伺っておりますので、子供に

かけるべきお金を削って、子供に我慢させることがないように、ぜひしっかり支援を届けてい

ただきたいということを要望して、質問を終わります。 

○委員長（渡辺 忍君） ほかに。森山委員。 

○委員（森山和博君） 意見だけです。 

保育施設等における光熱費助成につきましては、令和５年６月補正予算での実績があります

ことから、しっかり、その経験値生かしていただきまして、事務の効率化を図って、スムーズ

な支給を要望いたします。お願いします。 

 以上です。 

○委員長（渡辺 忍君） ほかに御質疑はございませんか。御発言がなければ採決いたします。 

 お諮りいたします。議案第154号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第７号）中所管を

原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○委員長（渡辺 忍君） 賛成全員、よって、議案第154号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、教育未来委員会を終了いたします。御苦労さまでした。 

 

午後４時７分散会 

 


